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牧
水

た
く
さ
ん
穫
れ
ま
し
た

　
鶴
野
内
の
山
内
地
区
に
あ
る
山
内

ふ
れ
あ
い
農
園
で
は
、
地
元
の
高
齢
者

ク
ラ
ブ
（
代
表
寺
原
雅
之
、
大
塚
忠
義

さ
ん
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
で
の
野
菜
づ
く
り
に
昨
年

1
1
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
る

物
産
展
に
出
ロ
o
o
す
る
高
菜
の
収
穫
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
青
々
と
成
長
し
た

野
菜
の
出
来
映
え
に
満
足
そ
う
な
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
’
ζ

⑨　　　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　　　　　1ゲ塾枇り

一消防関係一

・防火水槽有蓋化事業

・消火栓整備事業

・小型動力ポンプ整備事業

一土木関係一

・東九州自動車道（高速道路）の整備事

　業

・町道整備事業

・中野原団地の住宅用地造成と住宅建設

6

蹴

平成11年度歳入歳出予算の内訳

　　　　　　　一般会計の歳入弾位：科しl）

繰入金
19し933（4．02％）

分担金及び負担金
II9，894

（2．51％）

諸収入　　その他
I19、157　　　217，943

（2，49ラ6）　　（4．54曾6）

翻駄＿＿1
・耳川流域木材加工団地の工場用地造成

一教育関係一

・小学校のパソコン整備と中学校のイ

　ンターネット導入事業

・町民体育大会の開催

・交流研修施設整備事業

・国際交流事業（海外派遣含）

・埋蔵文化財専門員の配置

一特別会計関係一

・介護保険の準備と要介護度の認定開始

・健康福祉まつりの開催

・坪谷地区簡易水道施設測量・設計

・農業集落排水施設の一部供用開始

診

譲与税・
交付金等
125、402

（2．64％）　　町税

　　　　338，122（7．0896）

　歳入総額　　　地方交付税
　　　　　　　　　ほ　ら　ノ　　
4，777，000千円　　　（42．91％〉

《7
に使います

轍》弓ご’う②

年の予算はこんな事業

i平成11年度の主な事業i

国庫支出金
2丁6，434（5．7996）

　　県支出金
　　　524，315
　　　（10．98％） 町債

813，800

（17．04％）

1

一般会計の歳出（単位：千円）

その他10，717（0．22％）

教育費
767，74｝

（16．07％）

土木費
535，155

（Il．20％）

公債費
580、175

（12，15％）

総務費
544，895

（li．41％）

歳出総額
4，777，000千円

農林水産業費
976，873

（20．45％）

民生費
　747，189

　（15．64％）

衛生費
　　314，497（6．5800）

一総務関係一
・町制施行30箇年記念事業

・納税等の口径振替事務開始

・戸籍事務の電算化及び寺迫地区での

　区立サービス事務開始

・災害対策基金の設置

商工費121，585（2，55％）

議会費75，060（L57％）

消防費｝03，I13（2，16％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の税1
町税の内訳（338’122千円）　軽自動車税10，212（3．0％）

　　　　　　　　　　　　　町たばこ税21，597（6．4％）

一民生関係一
・乳幼児保育事業

・在宅高齢者福祉措置事業

・障害者福祉事業

・シルバー人材センターとボランティ

　アセンター運営支援事業

一衛生際係一
・保健及び予防対策事業

・可燃・不燃ごみ処理対策

・合併処理浄化槽設置促進

　固定資産税
207，836（61．5％）

　町　民　税
98，476（29．1％）

一農林水産業関係一
・ふるさと林道越表下渡川線の開設（県営事業）

・農業機械銀行育成事業

・認定農業者支援事業

・環境保全型（有機）農業の推進

・国土保全下刈り事業

・国土保全造林事業

・若者定住対策（結婚祝金）交付事業

　一般会計予算（対前年比57％増）

47億7，700万円

　
4
月
か
ら
始
ま
る
平
成
1
1

年
度
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
限
ら
れ
た

財
源
の
な
か
に
必
要
事
業
の

重
点
化
を
は
か
り
な
が
ら
、

2
1
世
紀
に
向
け
て
確
実
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
対

前
年
度
丁
半
％
（
2
億
5
6

0
0
万
円
）
増
の
こ
れ
ま
で

で
最
大
規
模
の
大
型
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
の
内
訳
を
見
る
と
、

農
林
水
産
業
関
係
で
は
ふ
る

さ
と
林
道
越
三
下
渡
川
線
の

開
設
と
若
者
の
定
住
対
策
と

し
て
結
婚
祝
金
5
万
円
の
交

付
開
始
（
た
だ
し
、
結
婚
し
て

か
ら
5
年
間
町
内
に
定
住
し

た
後
支
給
）
の
ほ
か
、
教
育
関

係
で
は
図
書
機
能
を
備
え
た

交
流
研
修
施
設
の
建
設
や
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
関
係
で
は
、
新

た
に
平
成
1
2
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
実

施
に
向
け
た
準
備
と
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会計別予算 （単位：千円）

会　　計 11年度当初 10年度当初 比　　較

一般会計 4，777，000 4，521，000

2
5
6
，
0
0
0
ρ

国保会計 686，000 631，000 55，000

老保会計 986，700 926，000 60，700

簡水会計 67，300 196，100 ▲128，800

農集中会計 174，400 105，700 68，700

病院会計 423，000 406，391 16，609

計 7，114，400 6，786，191 328，209

一般会計予算を町民一一人当りでみると　　　　　（3月1日現在現住人・・5’348人置
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災害復旧費
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@5．　流
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A／騨望
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消防費
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』

　
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
で
平
成

9
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
地

場
産
品
の
直
売
や
食
事
な
ど
の
で
き

る
物
産
セ
ン
タ
ー
『
心
逸
彩
』
が
、
い

よ
い
よ
平
成
1
1
年
4
月
1
5
日
に
完
成

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
同
日
は
町
制
施

行
3
0
周
年
記
念
式
典
と
合
わ
せ
、

大
々
的
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
町

の
農
林
水
産
品
の
販
売
流
通
拠
点
と

し
て
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て

い
る
施
設
で
す
。
馳

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
そ
の
物
産

セ
ン
タ
ー
『
詩
季
彩
』
の
概
要
と
そ
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
物
産
セ
ン
タ
ー
「
詩
季
彩
」
直
売
所

　
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
（
牧
水
ふ
る

さ
と
加
工
グ
ル
ー
プ
・
野
い
ち
ご
の

会
）
や
個
人
事
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
活
か
し
て
開
発
、
生
産
し

た
地
場
産
品
等
を
販
売
し
ま
す
。

◆
「
藍
鼠
彩
」
直
売
所
の
出
展
利
用
方
法

　
展
示
販
売
す
る
農
産
品
、
加
工
品

等
は
出
展
希
望
者
と
ふ
る
さ
と
公
社

及
び
農
政
課
と
協
議
の
上
、
出
展
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
販
売
日
は
常

時
展
示
販
売
と
し
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
定
時
（
季
節
時
含
）
、
定
量
等
安

定
供
給
で
き
る
も
の
を
予
定
し
て
い

4
月
1
5
日

オ
ー
プ
ン

ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
市
場
（
屋
外
テ
ラ
ス
）

　
ふ
る
さ
と
市
場
コ
ー
ナ
ー
が
西
側

テ
ラ
ス
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
市
場
の
出
展
利
用
方
法

　
展
示
販
売
す
る
農
産
品
、
加
工
品

等
は
“
ふ
る
さ
と
市
場
開
設
グ
ル
ー

プ
”
の
会
員
を
対
象
と
し
ま
す
の
で
、

出
展
希
望
者
は
ふ
る
さ
と
市
場
開
設

グ
ル
ー
プ
に
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。
開
設
日
は
、
毎
週
土
・
日
と
祝
祭

日
と
し
ま
す
。
（
状
況
に
応
じ
て
開
設

回
数
を
増
や
し
て
行
く
予
定
）

※
な
お
、
物
産
セ
ン
タ
ー
「
詩
季
彩
」

直
売
所
や
ふ
る
さ
と
市
場
を
利
用
さ

れ
る
方
は
、
ど
ち
ら
も
委
託
販
売
と

な
り
ま
す
の
で
、
出
荷
、
残
品
引
取
は

出
展
者
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
出

展
者
に
は
取
扱
手
数
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

価
格
を
設
定
す
る
と
き
に
協
議
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
農

政
課
：
電
話
6
9
－
3
9
0
7
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
食
　
堂

　
《
食
事
メ
ニ
ュ
ー
》

　
牧
水
そ
ば
・
東
郷
そ
ば
・
お
ろ
し

そ
ば
・
そ
ば
セ
ッ
ト
（
そ
ば
と
①
椎
茸

ご
飯
②
椎
茸
シ
ュ
ウ
マ
イ
③
特
製
ち

ま
き
の
い
ず
れ
か
と
セ
ッ
ト
）
・
東
郷

う
ど
ん
・
月
見
う
ど
ん
・
う
ど
ん

セ
ッ
ト
（
う
ど
ん
と
①
椎
茸
ご
飯
②

椎
茸
シ
ュ
ウ
マ
イ
③
特
製
ち
ま
き
の

い
ず
れ
か
と
セ
ッ
ト
）
・
椎
茸
ご

飯
・
椎
茸
シ
ュ
ウ
マ
イ
・
特
製
ち
ま

き
・
ジ
ャ
イ
ラ
ン
バ
テ
ィ
ラ
ン
チ

セ
ッ
ト
・
ジ
ャ
イ
ラ
ン
バ
テ
ィ

テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
な
ど

　
《
飲
物
（
デ
ザ
ー
ト
含
）
メ
ニ
ュ
ー
》

　
コ
ー
ヒ
ー
・
お
茶
（
中
国
茶
、
紅

茶
）
・
夕
張
メ
ロ
ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
・
ビ
ー
ル
・
日
向
夏
み
か
ん
ゼ

リ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ジ
ェ

ラ
ー
ド
な
ど

「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」

　
　
　
　
に
決
定
！

　
物
産
セ
ン
タ
ー
の
隣
り
に
建
設
し

て
い
る
農
産
加
工
施
設
の
名
称
が

「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
本
施
設
は
町
内
産
の
原
料
を

基
に
加
工
品
の
開
発
研
究
製
造
を
行

い
、
本
町
の
特
産
品
の
確
立
を
は
か

る
と
と
も
に
、
町
内
外
の
人
に
加
工

の
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
加
工
品
に
興
味
の
あ
る
方
、
何
か

つ
く
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
東
郷
町
農
産
加
工
セ
ン

タ
ー
、
ふ
る
さ
と
味
工
房
胴
6
8
－
3

0
7
0
又
は
農
政
課
6
9
－
3
9
0
7
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農業×夢＝認定農業者

河野定治さん
　　（越　表）

○
現
況
と

　
今
後
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
中
心
に
水
稲
と

の
複
合
で
経
営
を
し
て

い
ま
す
。
父
が
亡
く
な

る
平
成
7
年
ま
で
、
農

業
を
や
る
気
は
無
く
、
会
社
勤
め
に

よ
り
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
父

が
亡
く
な
り
一
会
社
員
か
ら
「
人
の

農
業
後
継
者
と
し
て
家
の
農
業
を
継

ぐ
こ
と
を
家
族
内
で
話
し
合
っ
て
決

め
ま
し
た
。
周
り
の
人
に
も
助
け
ら

れ
今
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
魅
力
を

感
じ
な
が
ら
三
・
五
棟
の
鶏
舎
、
七

〇
ア
ー
ル
の
水
稲
を
母
と
二
人
で

や
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

や
技
術
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
近
く

の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
家
で
あ
る
先
輩
に

相
談
し
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

良
き
先
輩
に
囲
ま
れ
、
大
き
な
問
題

も
な
く
今
の
経
営
が
出
来
る
自
分

は
、
良
い
農
業
条
件
の
中
で
仕
事
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
自
分
は

農
業
を
始
め
て
約
二
年
で
す
が
、
規

模
拡
大
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
立
地
条
件
が
厳

し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
現
状
の
ま
ま

で
は
ま
だ
楽
な
経
営

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
技
術
的
に
も

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

の
で
生
産
技
術
を
高

め
な
が
ら
規
模
拡
大

を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
鶏
舎
内
の
設

備
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
頼
ら
ず
自
分

の
目
で
観
察
す
る
こ

と
が
成
績
を
上
げ
る
近
道
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
時
間
の
ゆ

と
り
を
持
ち
な
が
ら
、
家
族
で
楽
し

く
話
し
な
が
ら
今
の
仕
事
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
学
校
を
卒
業
後
、
親
元
を
離
れ
他

産
業
に
七
年
間
（
営
業
マ
ン
・
運
送

業
関
係
な
ど
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
勤
務
し
、
親
が
平
成
元
年
よ
り
始

め
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
、
父
親
が

亡
く
な
っ
た
（
平
七
年
）
後
、
脱
サ
ラ

し
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
引
き
継
い
で

い
る
河
野
定
治
さ
ん
で
す
。
父
親
の

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
引
継
ぐ
に
は
若

干
の
抵
抗
は
あ
っ
た
が
（
農
業
に
対

す
る
考
え
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
の
仲
間
も
居
て
、
ま
た
心
の
整
理

も
出
来
て
い
な
か
っ
た
等
の
理
由
）

将
来
親
が
農
業
を
出
来
な
く
な
っ
た

時
に
河
野
家
を
継
ぐ
考
え
は
持
っ
て

い
た
。
現
在
、
母
親
と
定
治
さ
ん
夫

婦
、
子
供
三
人
の
六
人
家
族
で
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
三
・
五
棟
（
約
二
万
羽
）
と
水

稲
七
〇
ア
ー
ル
の
専
業
農
家
で
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
つ
い
て
は
父
親

が
ほ
と
ん
ど
一
人
で
や
っ
て
い
た
為

（
母
親
は
飼
育
管
理
を
手
伝
う
程

度
）
飼
育
技
術
は
学
ん
で
い
な
か
っ

た
。
定
治
さ
ん
は
、
父
親
と
同
時
に
始

め
た
同
地
域
の
二
人
の
先
輩
を
師
と

し
、
手
探
り
な
が
ら
飼
育
管
理
に
情

熱
を
燃
や
し
て
き
た
。
良
き
先
輩
に

恵
ま
れ
、
大
き
な
失
敗
も
な
く
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
今
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
二
万
羽
飼
育
の
鶏
舎
を
計
画
し
、

近
日
中
に
約
五
万
羽
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー

専
業
農
家
と
し
て
新
た
な
挑
戦
へ
と

向
か
っ
て
い
る
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
し
て
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
、
時
間
に
ゆ
と
り

が
出
来
、
自
由
時
間
が
と
れ
る
こ
と
、

ま
た
成
績
が
上
が
っ
た
時
は
最
高
に

嬉
し
い
と
目
を
輝
か
せ
て
話
す
。
機

械
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）
に
任
せ
ず
、

ト
リ
の
状
況
を
見
て
飼
育
管
理
す
る

こ
と
が
大
切
（
先
輩
か
ら
の
教
訓
）
と

技
術
に
も
自
重
を
持
っ
た
言
葉
が
出

て
く
る
。
子
供
に
手
が
掛
か
ら
な
く

な
っ
た
ら
、
夫
婦
で
楽
し
く
や
り
た

い
。
跡
継
は
ま
だ
小
さ
い
が
、
「
お
父

さ
ん
と
一
緒
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
や
る

の
だ
」
と
話
を
さ
れ
る
と
自
然
と
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　
定
治
さ
ん
の
夢
は
「
頑
張
っ
て
い

る
と
自
他
と
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
。
ま
た
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ら

定
治
に
聴
け
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
技

術
を
身
に
付
け
る
こ
と
」
と
真
剣
な

目
が
輝
く
。
自
分
を
認
め
人
の
話
を

素
直
に
聴
け
る
こ
と
が
、
定
治
さ
ん

の
良
き
源
と
な
る
こ
と
と
思
う
。

　　　　　　　　　　’φe　　　　　　　　　ひ，　　　　　　　　9ひψ　　　　　　σψe　　　　　ψひψ　　　　eψψ　　　σψ　　Oeψ　eひ9●o

畜
産
だ
よ
り

　　　　　　　φσφ　　　　　　ψψo　　　　　一σφ　　　　・一〇　　　φひψ　eψ♂一eひひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψひψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ9ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，φψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9サひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇一ψ　　　　　　　　　　　　　　　　一ψψ　　　　　　　　　　　　　　　9◎o　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　φ9－　　　　　　　　　　　　9ψe　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　ずψ　　　　　　　　，e9　　　　　　　9ψe　　　　　ψ¢o　　　　，ψe　　　ψσψ　　e9ψ　ψe9，・

　
3
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
8
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

く
雌
の
部
V

　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
　
　
　
か
つ
ふ
く
4
号

　
　
　
　
　
　
　
　
優
等
賞
4
席

仲仲竜子

深
　
　
旦
局
善
雄

　
け
ん
じ
号
　
　
　
壱
等
賞

深
　
　
黒
田
成
光

　
ひ
で
よ
号
　
　
　
壱
等
賞

谷
　
　
海
野
新
明

　
い
く
よ
号
　
　
　
弐
等
賞

谷
　
　
岡
村
増
長

　
た
け
ひ
ろ
の
3
号

　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

〈
去
勢
の
部
〉

　
福
　
瀬
　
　
岩
田
　
理

　
　
　
春
桜
号

福
瀬
　
　
関
野
安
弘

　
　
　
菊
房
桜
号

団
体
成
績
　
　
5
位

壱
等
賞

参
等
賞

児
湯
郡
市
共
進
会

く
雌
の
部
V

　
寺
迫
　
　
海
野
直

　
　
　
　
ま
つ
み
8
号
　
　
弐
等
賞
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　　　　　　　　　ロ■⑦磯8こη 揃まちのアルバム騰
「幽ミセス●ミニバレー大会

　鶴野内地区のナイスミセス・ミニバレーボール大会が約
60人の参加のもと開催されました。当日はレクレーション

体操の後、6チームに分かれ熱戦が繰り広げられました
が、慣れないボールの大きさに思ったところにボールがと

ばず悪戦苦闘している姿もみられるなど、終始なごやかな

雰囲気のうちに大会が終了しました。この大会は婦人会と

いう枠にはとらわれず、ミセスの親睦と軽スポーツ（ミニ

バレー）の普及を目的としており今年が初めての大会。大
会の後、黒木康夫区長さんは「今後もより多くのミセスが
気軽に参加できるよう大会を充実させていきたい」と話し

ていました。

・lIIII8・■looI．曾．lIl，｝鯛開開．・．lll騨・．IlIl顧殉6111，・剛四・．oolo・■■olI1，幽■lol髄■■IlII，・■looo．卜・鴫oo，・・騒剛・層llIIg・．ololg・・臨隔，・鰭1叫■・oooll，・ll川1・oo■朋，・闘IIIo・o，，騨1・■IIIl．嶋騨6髄噂oo開1・■loo9・P邑臨闘1・●1■．o，・■圏1闘1岡開。帥・・闘開・・．olo騨・燭lloo，・昭1119・鱒襯9▼朔oo9殉㎜．曾晒開19・■開1駒・■ll開，・“Illg▼脚・■lllo9，㎝，㎜・明Io”・醐帥・嗣聯。…9，■llllg陰開1開，・ul開，・．o開騨・．oIoo，，ol■開，喝随II，層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8回合同金婚式

・．．開鱒・．Oloo，・ll脚，．幽m，・o凶ll・，■”1，回11剛・OIIII，・，開lo，’輔，開，’鱒鱒”’．剛酔欄●●の噌凹凹’鰯●o■，■1騙lgの鵠開，噸■9榊・●圃瞼・闘IIIg・欄腸■噌oo髄殉■陣鰯脚吟・“lll，帰鴎脆齢．o”1

馳

盈些校区W簗鶉リー
　寺迫小学校区豊かな心を育てる実践会議主催のウォークラ

リーが、今年も児童、保護者を中心に地区民約130名の参加の

もと、寺迫小学校をスタート・ゴールとする約11Kmの行程で行

われました。5～6人が一組となり途中5っのチェックポイント

で、用意されたさまざまなクイズに挑戦。中間点の庭田集会所

では、お母さんたちが用意したあったかいぜんざいを全員でお

いしくいただいていました。ゴール近くになると、校歌を歌いな

がらゴールインしましたが、それも得点に影響するとあって元気

よく大きな声で校歌を歌い、全員無事に完歩しました。

　実践会議では今後もこういつた行事を通じて、青少年の健全

な育成を図っていきたいということです。・

　i　　平成10年度の合同金婚式が保健福祉総合センターで、町
i内26組（34組が対象）のこ規が出席して行われました．

　i　今回の金婚式は昭和23年4月1日から昭和24年3月31

　i　日までの期間に結婚した人が対象で、久しぶりの再会に旧

　　交を温める出席者同士の姿も見られました。金婚式を迎え

　　たご夫婦に話を聞くと話はやはり終戦の頃の思い出が中
　i心で、「夫婦そろって50年を迎えることができ本当に幸運

iだ。た」といった感想があち・ちで聞かれました。出席者

1を代表して羽坂の小野＋四生さんが・「・の5・年間に得た

　　知識と経験を今後の社会に役立てていきたい」と力強く

　　語ってくれました。
髄幽鴫loo9曾…oooo，聯．開1蹴，騨期陣鯛Im明llm．襯髄顧r脚▽嘲ll，・■Olll，．■llll，■岡1開，o■1開”■噸髄，闘Ilo9噸駒州。，．■1開髄■鱒開胆■鱒Ol髄．側髄齢，㎝，■■■■帥，■開。”■■looo馳■ooooo，r嘲ll，・

蹴附

註
猛

B｝一ズ

・軸Ilo川9”IM脚ll●・．1，m・．腸1随・燭1朋1・・09．1髄・鱒1■1，・鱒■■■Mol開回開開，’．髄1肋’・1開．川，oo19●■oooo9曾・llgl，・1川静・ll開，・鴫ooo9・・1．．帥・■lol齢・．1瞠ll，・18110・・剛悶，岬開，帥・ool18・・■oooo川■1■■・噂鵬1■’o．oll，’1■1■■8’o．．．1，’剛胴．噛燭loll，・lll網．・．B匪m・．開開，・．開ol，・岬1開，・鵬oo9・層開開Moo脚・．1臆”・．1”，，・・1開■，’噌●09▼．■鴨9。■1，1駒’．開1胸’．開開，’■1開駒’．looo・’．ooo19嘘酢III，鴫II闘8・1闘闘川II臆1・18800，・

▲東郷町長賞を受賞した

　　　　　日高竜太郎くん

　　　　　　　防火ポスター展
3・響盟」

　子供の頃からの防火意識の高揚を目的とした平成10年度の

防火ポスター展（協賛東郷町・日向市・門川町）が日向市

の寿屋アスティーパークで開催され、審査の結果、町内の出品

作品からも数多く入賞しました。その入賞者を紹介します。

【特別賞】東郷町長賞日高竜太郎（坪小4年置、東郷町議会

議長賞沖田真悟（東中1年）、東郷町教育長賞矢野真（坪

小2年）、東郷町消防団長賞佐藤桂大（越小6年）、日向市

消防長賞坂本隠士（細小5年）、危険物安全協会闇闇上田

欝：目撃蹴騨幽
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　　　　　　の鞘8ご知1

　　　　　　　　　　　　ニュージーランド人と日本語

　　　　　　　十年前、ほとんどのニュージーランドの子供たちは日本のことを全く知りませんでした。私

　　　　　　が8年前日本語を勉強し始めたとき、まだ日本語を勉強するより、フランス語を勉強する方が

　　　　　　人気がありました。そして、その時多くのニュージーランドの学校には日本語を学ぶコースが

ありませんでした。しかし、現在は高校だけではなく、ほとんどの中学校で日本語を学ぶコースがあり、日

本語を勉強している人数は、フランス語を勉強している人数をしのいでいます。この変化の理由がいくつか

あると思いますが、主に二つあげられると思います。その一つは、貿易のことと関係があります。現在では、

オーストラリアの次に日本はニュージーランドにとって、重要な貿易の相手になっています。ニュージーラ

ンドで走っている車はほとんど日本のqコ古車で、ほとんどの電気製品もまた、日本から輸入しています。そ

して、ニュージーランドの農林産物はよくEヨ本に輌出されています。皆さん「ネピア」というティッシュペー

パーを知っていますか。そのティッシュペーパーはニュージーランドにある「ネピア」という町で作ってい

るバルブを基にしたものです。もう一つの主な理由は観光です。近頃の10年間、ニュージーランドは日本人

にとってはとても人気のある観光地になっています。ニュージーランドは日本と同じく、治安がいいから日

本人は心配せずに旅行が出来ます。日本人が多いため、多くのニュージーランド人が日本語を勉強し始めた

と思います。多くのツアーコンダクター、バスの運転

手、店の店員などは日本語が分かるようになりました。

これは非常にいいことだと思います。もし、みなさん

が田国語以外の一つの国語でも分かれば国と国との間

のコミュニケーションは良くなるし、相手国のことを1

少しずつ分かるようになると思います。世界旅行しや

すくなるだけではなくて、世界がもっと広くなり、楽

しくなると思います。皆さん、どうぞ英会話教室にお

いで下さい。

ぺ
蓼
誌漱

啄
耀

冷
え
込
み
し
朝
の
川
面
に
立
つ
湯
気
は

山
裾
に
添
ひ
て
白
く
流
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

つ
つ
が
な
く
生
き
来
て
卒
寿
迎
え
た
る

吾
が
身
の
い
と
し
一
人
の
夜
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

庭
畑
に
摘
み
し
葱
匂
ふ
味
噌
汁
も

ひ
と
り
の
朝
餉
は
心
の
わ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

年
寄
り
に
易
し
き
英
語
教
科
書
を

頭
の
体
操
と
今
日
は
開
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

食
ひ
終
へ
し
伊
予
柑
の
匂
ひ
す
る
指
に

鉛
筆
持
ち
て
机
に
向
か
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

春
早
き
窓
辺
に
置
き
し
菊
の
鉢

午
後
の
陽
射
し
に
蕾
の
ふ
ふ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

冠
岳
を
越
え
て
陽
の
射
す
わ
が
町
の

地
名
山
陰
と
誰
の
名
付
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

キ
ャ
ン
プ
せ
し
近
鉄
チ
ー
ム
の
新
し
き

ユ
ニ
ホ
ー
ム
目
に
あ
ざ
あ
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

立
春
を
過
ぎ
し
冬
ざ
れ
の
谷
深
く

椎
茸
の
構
切
る
音
の
響
け
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岩
木
幸
美

狂
言
に
笑
ひ
拍
手
す
る
能
の
舞
台

時
ゆ
る
や
か
に
過
ぎ
ゆ
く
思
ひ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

黄
砂
ふ
る
遠
き
山
並
み
は
か
す
み
み
て

早
春
の
陽
射
し
こ
の
朝
は
鈍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

カ
ー
テ
ン
を
開
け
ば
風
に
雪
舞
ひ
て

遠
き
尾
鈴
の
峰
を
覆
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
敷
裕
子

我
が
老
い
を
気
づ
か
ふ
娘
を
ば
空
港
に

送
り
て
一
人
の
道
は
遠
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

黄
砂
降
る
夕
べ
は
淋
し
歌
の
友
逝
き
し

思
ひ
は
妻
に
言
ふ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

短
歌
尾
鈴
短
歌
会



　　　　　　　瑠8ζ二，¢層

ノ

　
ド
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
轡

・、

ｷ
、
欝

∫、

雛、
“　　＼＿！
矯
マ帆、

…

▲楽しかった動物園

小野田　住宅の

那須　葵さん（6歳）

父：那須善勇さん

母：　　友子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　りんご’

○好きな遊びは何ですか？

　氷鬼

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　かんこふさん

　坪谷　赤井笠の

海野翔太くん（6歳）

父：海野　敏さん

母：　　淋代さん

○好きな食べ物は何ですか？

　メロン

O好きな遊びは何ですか？

　サッカー

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　消防士

．
．
ρ

，
㎝
，
畠
▽

」
～

’

ぐ

鰯
勝
噸

へ　m弓し
擁磁＿＿　▲楽しいお散歩

駐
在
所
だ
よ
り

a．瞳一■顧嘲匪

街桔舌題
蛎蹟淘一■9■9馴幽圏幽剛圏噂■厳

「熱き感動を求めて」

　山口良治先生が講演

　平成10年度の生涯学習推寺

進・自治公民館大会が2月21日

（日）に町総合文化センターで

開催され、その中でTV番組幸
「スクールウォーズ」のモデルと幸
なり、元ラグビー日本代表の山‡

口良治氏（京都市文化市民局菅
スポーツ振興室部長、三四1

業高校ラグビー部総監督）が講条
期しました．講灘中で山・氏‡

は自分の学生時代から日本代尋
表に至った繍や伏古業高1

校で教鞭をとっていた頃の思善
い出などを熱く語ってくれまし1

た。会場では先生の話に感極泊
まって思わず涙ぐむ姿があちこ‡

ちで見られるなど、講演は大盛条
況の内に終了、大きな繭を私‡

たちに与えてくれました。

　　　　1叢霧

一　一墜’　　　　　……　　ゴ「　弾剛コ∵ぱ、

▲花束を贈られる山口良治先生

垂

辛

要
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春
の
地
域
安
全
運
動
に
つ
い
て

　
4
月
1
日
（
木
）
～
1
0
日
（
土
）

　
春
は
、
花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ド
ラ

イ
ブ
や
買
い
物
に
と
家
族
が
そ
ろ
っ

て
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
ス
キ
に
つ
け
こ
む
よ
う
に

留
守
宅
を
狙
っ
た
「
空
き
巣
ね
ら
い
」

や
行
楽
地
で
の
「
ひ
っ
た
く
り
」
「
暴

力
」
等
の
犯
罪
が
増
加
し
、
平
穏
な
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
の
も
こ
の
時
期
で

す
。　
ま
た
、
少
年
た
ち
は
進
学
や
就
職

で
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
気
持
ち

の
ゆ
ら
ぎ
か
ら
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス

も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
4

月
は
か
わ
い
い
子
供
た
ち
が
新
し
く

保
育
所
や
幼
稚
園
そ
し
て
小
学
校
に

入
園
、
入
学
す
る
時
期
で
も
あ
り
、
交

通
事
故
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
事

故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
例
年
4
月
は
防
犯
協
会
等
の
主

催
に
よ
る

　
☆
空
き
巣
ね
ら
い
等
侵
入
等
の
防

　
　
止

　
☆
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
の

　
　
盗
難
防
止

　
☆
少
年
の
非
行
防
止

　
☆
少
年
を
犯
罪
等
か
ら
守
る
活
動

　
　
の
推
進

な
ど
を
運
動
の
重
点
と
し
て
「
春
の

地
域
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
街
（
東
郷
町
）
づ
く
り
を
す
る
た

め
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
等
の

変
更
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
／

　
今
年
4
月
1
日
か
ら
運
転
免
許
証

の
住
所
の
変
更
及
び
外
国
人
等
で
国

籍
・
氏
名
を
変
更
さ
れ
る
方
は
次
の

書
類
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
掲
示
す
る

よ
う
に
法
律
が
変
わ
り
ま
す
。

◎
住
所
を
変
更
さ
れ
る
方

　
・
住
民
票
の
写
し

　
・
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
・
公
的
機
関
等
が
本
人
に
宛
て
た

　
　
住
所
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
、

　
　
郵
便
物
等

　
・
住
所
を
確
認
で
き
る
郵
便
物

の
い
ず
れ
か
の
書
類
の
掲
示
が
必
要

で
す
。
県
外
か
ら
の
移
動
の
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
免
許
用
写
真
の
添
付

も
必
要
で
す
。

◎
外
国
人
等
で
国
籍
又
は
氏
名
を
変

更
さ
れ
る
方

　
・
登
録
証
明
書

　
・
登
録
証
明
済
証

の
い
ず
れ
か
の
書
類
が
必
要
で
す
。

※
本
籍
や
氏
名
の
変
更
に
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
本
籍
の
記
入
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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4
月
か
ら
寺
迫
地
区
に

役
場
連
絡
所
が
開
設
さ

れ
ま
す

　
4
月
か
ら
日
向
農
業
協
同
組
合

美
々
津
支
店
寺
迫
支
所
内
で
、
次
の

と
お
り
証
明
書
発
行
業
務
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

○
開
所
日

　
毎
週
火
曜
日
（
開
所
の
日
が
休
日

の
場
合
は
翌
日
と
し
、
当
該
日
が
休

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
1
2
月
2
9
日
か
ら
1
月
3
日

ま
で
の
期
間
と
、
1
2
月
置
第
5
週
の

火
曜
日
は
除
き
ま
す
）

こ
開
所
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

（
）
交
付
で
き
る
証
明
書

・
住
民
基
本
台
帳
関
係

住
民
票
の
全
員
（
個
人
）
の
写
し

　
〃
　
の
除
票
の
写
し

・
印
鑑
関
係

印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
関
係

全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）

除
籍
全
部
事
項
証
明
（
除
籍
謄
本
）

除
籍
一
部
事
項
証
明
（
除
籍
抄

本
）除
籍
謄
本
、
抄
本

改
正
原
戸
籍
謄
本
、
抄
本

身
分
証
明
書

　
一
部
事
項
証
明
書
（
記
載
事
項

証
明
）

附
票
の
写
し

・
税
関
係

所
得
証
明
書

課
税
証
明
書
　
町
県
民
税

納
税
証
明
書
　
町
県
民
税

　
　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
※
固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
※
国
民
健
康
保
険
税

※
に
つ
い
て
は
所
得
税
の
確
定
申
告

に
使
用
す
る
場
合
を
除
く

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
又
は
、
里

居
連
絡
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
住
民
課

T
E
L
O
9
8
2
－
6
9
－
3
9
0
2

寺
迫
連
絡
所

T
E
L
O
9
8
2
－
5
8
－
1
6
0
2

介護保険制度解説⑨…1

一訪問調査（要介護認定調査）の内容一

　介護保険制度では、全国的に統一された基準で
要介護認定が行われますので、全国的に同一の「介

撫霊鑑難；1こ載筆；詳i

85項目について調査が実施されましたが、正式な

調査内容については、その結果を踏まえて細部の
調整が行われています。

○調査の内容（平成10年度モデル事業）

1　概況調査
・本人の氏名、住所、現在受けているサービスの状況など

2　基本調査（73項目）

・視力、聴力の程度　　　　　　　　　　　　　　1

・麻痺の有無や関節の動く範囲など身体機能

・物を飲み込んだり寝返りなどが介助なしにでき
　るかどうかといった基本的な身体動作

・入浴や食事などの日常生活動作
・掃除、薬の内服、金銭管理など手段的日常生活動作

・意思の伝達や介護者の指示に対する反応、物忘れ

　など認知、行動の状況
3　特別な医療（12項目）

・点滴の管理、透析、人工呼吸器、経管栄養、じ

　よくそうの処置など医療的介護のうち、調査時
4点 侮¥14日間に受けたもの　　i

鰭灘繋饗級繍獺懸賛i
て、要介護であるかどうかと、要介護の区分が判定

されるのですから、調査票は、介護を必要としてい

縫象騰臨岬正確な判断資 P

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

母
恋
し
か
か
る
タ
ペ
の

　
ふ
る
さ
と
の

桜
咲
く
ら
む
山
の
姿
よ

　
今
回
も
東
郷
町
牧
水
公
園
う
た
の

小
径
に
建
て
ら
れ
て
い
る
歌
碑
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
歌
は
明
治

四
十
年
二
月
、
牧
水
が
二
十
三
歳
（
大

学
四
年
生
）
の
時
の
作
品
で
第
一
歌

集
『
海
の
声
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
大
悟
法
利
雄

氏
は
「
鑑
賞
若
山
牧
水
の
秀
歌
」
で
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
「
東
京

に
出
て
い
た
牧
水
が
あ
る
時
、
急
に

母
が
恋
し
く
な
り
、
し
き
り
に
母
を

思
い
続
け
て
い
て
『
そ
う
だ
、
故
郷
で

は
い
ま
山
桜
の
咲
い
て
い
る
頃
な
の

だ
。
こ
ん
な
春
の
静
か
な
夕
方
を

白
々
と
桜
の
花
の
浮
か
ん
で
見
え
る

あ
の
山
々
の
姿
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
今
頃
お
母
さ
ん
は
あ
の
家
の

中
で
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
』
と

矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
恋
し

さ
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る
牧
水
の
姿

は
ま
こ
と
に
な
つ
か
し
い
」
ま
た
、
伊

藤
一
彦
氏
は
「
若
山
牧
水
・
愛
と
故

郷
の
歌
」
の
解
説
で
、
こ
の
歌
が
「
あ

ま
り
に
も
少
年
的
な
の
に
驚
き
も
す

る
。
延
岡
の
中
学
時
代
を
な
つ
か
し

都
　
甲
欣
　
一

み
な
が
ら
作
っ
た
歌
と
い
う
の
が
大

悟
法
利
雄
氏
の
説
だ
が
、
こ
の
少
年

的
な
も
の
を
一
生
失
わ
な
か
っ
た
の

が
牧
水
だ
ろ
う
と
い
え
る
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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戦
没
者
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
（
土
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺
（
雨
天
の
場
合
は

　
　
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
園
・
入
学
式

　
　
　
▽
4
月
6
日
（
火
）

蕩
　
　
　
　
坪
谷
保
育
園

　
　
　
▽
4
月
7
日
（
水
）

　
　
　
　
鶴
野
内
保
育
園
・
目
釘
幼
稚
園
・

　
　
　
東
郷
幼
稚
園

ン
　　　　　　お知らせ
く《《インフォメーショ

▽
4
月
8
日
（
木
）

　
町
内
各
中
学
校
・
美
々
津
中
学
校

▽
4
月
9
日
（
金
）

　
町
内
各
小
学
校
・
田
の
原
分
校

平
成
1
1
年
度
県
職
員
の
採
用

　
宮
崎
県
の
職
員
採
用
試
験
の
受
験

申
込
受
付
が
5
月
1
0
日
目
ら
始
ま
り

ま
す
。
職
種
に
よ
っ
て
申
込
の
受
付

日
も
試
験
日
も
異
な
り
ま
す
。
採
用

試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
宮

崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
0
9
8
5
－
2
6
－
7
2
5
9
）
ま
で
。

工
芸
ロ
o
o
の
取
扱
い
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

　
（
株
）
東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社
で

は
、
4
月
1
5
日
（
木
）
に
開
業
す
る
東

郷
町
物
産
セ
ン
タ
ー
で
販
売
す
る
工

芸
品
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

▽
期
日
　
平
成
1
1
年
4
月
9
日

（
土
）
～
1
0
日
（
日
）
の
2
日
間

▽
時
　
間
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
東
郷
町
物
産
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
販
売
の
可
否
は
公
社
の
方

に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
の
で
御
了

承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
㈱
東
郷
町
ふ
る

さ
と
公
社
（
0
9
8
2
－
6
9
－
7
7
2
0

篁
瀬
か
寺
原
ま
で
）

東
郷
町
物
産
セ
ン
タ
ー
の
営
業
時

間
は
、
毎
日
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
、
定
休
日
は
第
2
、
第
3
火
曜

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
が
つ
く
る
地
域
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

　
高
速
道
路
が
早
く
全
線
完
成
す
る

よ
う
に
県
民
を
あ
げ
て
、
早
期
実
現

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
道
が
つ
く

る
地
域
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
宮

崎
は
ひ
と
つ
4
4
フ
ェ
ス
タ
」
が
次
の

日
程
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
平
成
1
1
年
4
月
4
日
（
日
）

▽
時
　
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時

▽
場
　
所
　
宮
崎
市
面
目
（
高
速
道

路
宮
崎
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
事

現
場
特
設
会
場
）

▽
主
　
催
　
（
社
）
日
本
青
年
会
議
所

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

　
主
な
催
し
物
と
し
て
、
県
内
市
町

村
の
物
産
販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

和
太
鼓
演
奏
、
芸
能
大
会
な
ど
行
わ

れ
ま
す
。

米
穀
販
売
業
の
登
録
更

及
び
新
規
登
録
に
つ
い
て

平成11年度国民年金

保険料のお知らせ

種　類 月　額 前　　納

定額保険料 　　9P3，3〔幻円
　155，750円

i割引額3，850円）

付加保険料 13，700円
　160，430円

i割引額3，970円）

※保険料の額については前年度据え

　置きです。

　平成ll年度分の保険料を平成li年

4月中に前納すると割引がありま
す。月々、保険料を納付するのが面倒

な方、前納を考えてみませんか。前納

を希望される方は、平成H年4月1

日までに役場住民課保険年金係
（TELO982－69－3902）までお問い合

せください。

☆さらに、ビッグプレゼント

　宮崎県国民年金課から4月中に前

納された方の中から抽選で30名（ペ

ア15組）の方に宮崎市の「あおしま太

陽閣」宿泊券がプレゼントされます。

また、200名の方にはオリジナルテレ

ホンカードが当たります。

　
平
成
8
年
6
月
1
日
付
で
、
登
録

さ
れ
た
米
穀
販
売
業
者
の
方
は
、
平

成
1
1
年
5
月
3
1
日
で
登
録
の
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
継
続
し
て
お
米
の

販
売
を
営
ま
れ
る
方
は
、
下
記
に
よ
り

更
新
登
録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
た
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
も
同
様
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付
期
間
　
平
成
1
1
年
3
月

15

冝
i
月
）
～
4
月
3
0
日
（
金
）

▽
申
請
書
の
請
求
及
び
提
出
先

て
黙
黙

　
東
臼
杵
農
林
振
興
局
農
畜
産
課

　
　
（
羽
0
9
8
2
－
3
2
－
6
2
3
6
）

▽
主
な
登
録
要
件
　
米
穀
の
販
売
を

行
う
た
め
の
売
場
そ
の
他
常
設
の
事

務
所
（
受
注
、
配
達
、
代
金
回
収
等
を

行
う
事
業
所
）
が
あ
る
こ
と

行
　
政
　
相
　
談

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
0
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
一
期

軽
自
動
車
税
　
一
期

　
　
　
　
　
　
　
　
善
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
鶴
野
内
の
山
口
和
行
さ
ん
か
ら

（
杉
尾
キ
ク
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
山
田
緑
般
さ
ん
か
ら

（
ト
ミ
ノ
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
藤
本
幸
子
さ
ん
か
ら

（
友
春
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
勝
川
眞
一
さ
ん
か
ら

（
寺
原
春
男
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
祐
吉
さ
ん
か
ら

（
ト
シ
さ
ん
・
9
3
歳
逝
去
）

＝

喜

●

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

塩
月
裕
太

黒
木
美
咲
里

渦
尾
浮
々
子

古
賀
崇
将

黒
木
涜
天

小
田
贅
朗

黒
木
美
沙

氏
名

泰
　
隆
武 善
弘
武
蔵
勇
人
貴
広
重
美

保
護
者
名

四
　
瀬

寺
　
迫

鶴
野
内
越
表

鶴
野
内

小
野
田

小
野
田

住
所

婚
姻
お
幸
せ
に

（ （ （ （ （新藤 寺坂 予習 樋富 高矢
氏

名本 原本 藤口 口山 橋野

喜 弓慎
@太

節 弥誉
瑠
久朋 名

愛宏 恵郎 代返 生広 美幸

延
岡
市

福
　
瀬

日
向
市

福
瀬

迫
野
内

門
川
町

門
川
町
坪
谷

日
向
市
田
野
住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

高 都 藤 山 杉
氏

山 甲 本 田
ト
尾

秋 ト 友 ミ キ

恵 シ 春 ノ ク
名

82 93 76 86 79 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

羽 小 鶴 福 坪 住
野 野

坂 田 内 瀬 谷 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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